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東
日
本
大
震
災
で
発

生
し
た
大
津
波
を
震

災
直
後
の
テ
レ
ビ
な

ど
の
報
道
で
知
り
、
パ
ワ
ー

に
恐
怖
を
感
じ
ま
し
た
。
大

津
波
の
直
撃
を
受
け
た
地
元

の
人
々
の
恐
怖
は
い
か
ほ
ど

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
み
な

さ
ん
が
突
然
命
を
絶
た
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
▼
こ
れ

か
ら
を
生
き
て
い
く
も
の
と

し
て
、
生
死
を
分
け
た
様
々

な
要
因
を
分
析
し
今
後
に
い

か
し
て
い
く
こ
と
で
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
の
冥
福
の

祈
り
と
な
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
▼
そ
し
て
、
利
益

最
優
先
を
前
提
に
し
た
日
本

経
済
界
の
経
済
活
動
と
は
違

い
、
市
民
の
心
意
気
あ
ふ
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

大
震
災
で
自
ら
も
被
害
を
受

け
な
が
ら
、
復
興
に
尽
力
す

る
自
治
体
職
員
の
自
発
的
精

神
や
行
動
に
心
か
ら
の
敬
意

と
感
謝
を
表
し
ま
す
▼
ま
た

大
津
波
に
よ
る
東
京
電
力
・

福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、

「
安
全
神
話
」
の
も
と
に
原

発
を
推
進
し
て
き
た
電
力
各

社
と
現
政
権
は
、
保
身
に
満

ち
た
後
手
後
手
の
諸
施
策
を

続
け
て
い
る
こ
と
で
、
福
島

県
の
地
元
住
民
だ
け
で
な

く
、
全
国
の
原
発
を
抱
え
る

地
域
の
住
民
に
も
不
安
と
怒

り
を
拡
げ
て
い
ま
す
▼
今
こ

そ
福
島
原
発
の
教
訓
を
生
か

し
、
大
地
震
が
予
想
さ
れ
る

震
源
地
に
立
地
す
る
浜
岡
原

発
の
即
時
停
止
（
５
月
９
日

に
中
部
電
力
、
停
止
を
決

定
）
と
全
国
に
あ
る
原
発
の

廃
止
を
求
め
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
中
心
に
し
た
電
力
政

策
に
転
換
す
る
よ
う
日
本
全

国
か
ら
運
動
を
拡
げ
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　

（
小
）
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「核兵器全面禁止」は世界中の望み
あいち平和行進（５/３１～６/１１）に参加を

　
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た
め
に

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
被
爆

地
の
広
島
・
長
崎
を
め
ざ
す
「
２
０

１
１
年
国
民
平
和
大
行
進
」
は
今
年

で　

年
目
を
む
か
え
ま
す
。

54

　

５
月
８
日
に
は
日
本
最
北
の
礼
文

島
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
月　
31

日
に
は
愛
知
入
り
し
ま
す
。
６
月　
11

日
ま
で
の　

日
間
、「
な
く
せ
核
兵

12

器
」
の
声
と
あ
わ
せ
、「
東
日
本
大
震

災
へ
の
被
災
者
支
援
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
依
存
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
」
も
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
加

え
ま
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
の
世
論
を

大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

愛労連第２回評議員会
■と　き　5月28日（土）
　　　　　13時開場　13時30分開会
■ところ　愛知民主会館
　　　　　地下鉄「新栄」駅②出口徒歩１分
　※終了後、同所で原発学習会をおこないます。
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最高裁勝利判決報告集会に集まった仲間たち　（４月１２日、大阪市内）

　
　

年
９
月
、
大
阪
や
京
都
で
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ

04
ン
テ
ナ
ン
ス
Ｃ
Ｅ
（
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ン
ジ
ニ

ア
）
の
仲
間
が
雇
用
と
収
入
の
安
定
を
求
め

て
建
交
労
に
分
会
を
つ
く
り
、　

年
に
は
名

05

古
屋
で
も
分
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
会
社

側
は
「
Ｃ
Ｅ
は
個
人
事
業
主
」
と
し
て
団
交

を
拒
否
し
た
た
め
、
建
交
労
が
大
阪
府
労
働

委
員
会
に
提
訴
。
府
労
委
は
「
Ｃ
Ｅ
は
労
組

法
上
の
労
働
者
で
あ
る
」
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
労
委
や
東
京
地
裁
で
も
負

け
た
会
社
側
は
「
命
令
」
を
不
服
と
し
て
上

告
。
東
京
高
裁
で
は
不
当
判
決
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
上
告
し
た
最
高
裁
で
「
労
働
者
性
」

と
「
不
当
労
働
行
為
」
を
認
め
る
判
決
が
確

定
し
ま
し
た
。

会
社
に 「
団
交
応
諾
」 を
命
令

個
人
請
負 
・ 
委
託
労
働
者
の
組
織
化
に
道
開
く

　

２
０
１
１
年
４
月　

日
、
最

12

高
裁
で
確
定
し
た
「
判
決
」
で

は
、「
Ｃ
Ｅ
は
会
社
側
の
依
頼

に
応
じ
る
べ
き
立
場
に
あ
っ

た
」
こ
と
や
、
報
酬
に
つ
い
て

「
会
社
が
等
級
や
加
算
額
を
決

め
て
お
り
、
労
働
の
対
価
と
言

え
る
」
と
明
確
に
判
断
し
ま
し

た
。

労
働
者
性
を
判
断
す
る

労
働
者
性
を
判
断
す
る　

基
準
は「
労
働
実
態

基
準
は 「
労
働
実
態
」」

　

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

Ｃ
Ｅ
は
、
会
社
と
業
務
委
託
契

約
を
結
ぶ
「
個
人
委
託
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
働
い
て
い
る

実
態
は
明
ら
か
な
「
労
働
者
」

で
し
た
。
会
社
の
指
揮
監
督
の

も
と
、
仕
事
を
選
ぶ
余
地
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

会
社
側
は
「
委
託
契
約
な
の

だ
か
ら
労
働
者
で
は
な
い
。
だ

か
ら
団
交
に
も
応
じ
な
い
」
と

い
う
不
当
な
行
為
に
出
ま
し
た

が
、
府
労
委
・
中
労
委
・
東
京

地
裁
は
「
労
働
者
」
と
認
め
て

い
ま
す
。
今
回
の
最
高
裁
で
も

「
労
働
者
性
」
を
判
断
す
る
基

準
は
会
社
と
結
ん
で
い
る
「
契

約
」
の
内
容
で
は
な
く
、「
応
諾

す
る
義
務
が
あ
る
か
ど
う
か
」

で
判
断
し
た
と
こ
ろ
に
「
判

決
」
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

判
決
の
翌
日
、
愛
労
連
や
建

交
労
愛
知
県
本
部
の
役
員
ら
は

知
多
市
に
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
本
社
へ
出
向
き
、

「
判
決
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

交
渉
に
応
じ
る
よ
う
」
要
請
し

ま
し
た
。

個
人
請
負
・
委
託
労
働

個
人
請
負
・
委
託
労
働
者者

も
交
渉
で
要
求
前
進

も
交
渉
で
要
求
前
進
へへ

　

ト
イ
レ
や
浴
室
、
台
所
の
修

理
を
す
る
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
で
働
い
て
い
る
Ｃ
Ｅ
の
よ

う
に
個
別
に
会
社
と
業
務
委
託

を
結
ぶ
「
個
人
請
負
」
と
い
う

働
き
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
労
働
者
性
を
争

っ
て
い
た
、
新
国
立
劇
場
の
合

唱
団
員
で
あ
る
八
重
樫
節
子
さ

ん
の
事
件
も
「
財
団
と
の
関
係

に
お
い
て
労
働
組
合
法
上
の
労

働
者
に
あ
た
る
こ
と
」
を
前
提

に
「
審
理
を
つ
く
さ
せ
る
た

め
、
原
審
に
差
し
戻
し
」
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
２
つ
の
判
決
で
「
個

人
事
業
主
」
で
あ
っ
て
も
「
労

働
者
」
で
あ
る
こ
と
、
労
働
組

合
に
結
集
し
、
交
渉
で
職
場
の

待
遇
改
善
や
要
求
前
進
が
可
能

に
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
不
安
定
雇
用
労
働
者
を
激

励
し
、
組
織
化
に
道
を
開
く
画

期
的
な
判
決
を
い
か
し
た
と
り

く
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

カスタマーエンジニア（個人請負）

ＩＮＡＸメンテナンスCE裁判 最高裁判決

20１１年あいち平和行進コース一覧

5月31日(火)

6月1日(水)

6月2日(木)

6月3日(金)

6月4日(土)

6月5日(日)

6月6日(月)

6月7日(火)

6月8日(水)

6月9日(木)

6月10日(金)

6月11日(土)

湖西西部公民館前広場
 　（引き継ぎ集会）
　12:00～12:40

①豊橋市役所
　8:15～8:45
②豊川稲荷公園
　8:45～9:25

①両町公園 （岡崎市役所北）　
　9:00～9:20
②豊田市役所
　18:00～18:20

知立市役所
　9:30～9:50

①小牧市役所
　9:00～9:30
②自衛隊西山駐屯地裏
　9:00～9:30
③春日井東部市民ｾﾝﾀｰ
　9:00～9:30
④小牧東部市民センター
　8:50～9:10
⑤豊山町役場庁舎
　10:00～10:15

中村公園
　9:00～9:30
　※その他、名古屋市内
　　13コースで集中行進

①常滑市役所
　8:30～9:00

①名古屋市役所
　8:10～8:30

津島市役所
　9:00～9:30

①瀬戸市役所
　9:30～10:15

岩倉市役所
　8:30～9:00

扶桑町役場
　8:30～8:50

　　　　　→

豊川市御津支所
　12:35～13:25
　　　　〃

安城・白山神社
　12:20～13:50
　　　　→

野田公園
　12:30～13:50

美濃町公民館
　12:00～12:50
COOP上八田店
　11:40～12:40
JR高蔵寺駅
　12:30～13:30
美濃町公民館
　12:00～12:50
美濃町公民館
　12:00～12:50

西柳公園
　11:30～12:20

知多市役所
　12:00～13:00

新川体育館
　11:10～12:00
　　　　
稲沢市平和支所
　12:00～13:00

尾張旭市民会館
　12:00～13:00

一宮市役所
　12:40～13:40

　　　　　→

桜丘高校
 　（歓迎集会）
　17:00～17:30

蒲郡市役所
　17:20～18:05
　　　　〃

COOP安城よこやま
　15:20～15:30
豊田市役所
　19:00～19:20

刈谷市役所
　16:45～17:10

春日井市役所
　15:30～16:10
　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

ピースアクション2011
　13:30～15:00
　若宮広場
　※集会後、折り鶴行進

東海市役所
　15:00～15:30

名鉄西春駅（流れ解散）
　16:30

JR稲沢駅ロータリー
　17:00～17:30

守山生涯学習センター
　16:30～17:00

江南市役所
　16:40～17:00

各務原市民プール横
　(引き継ぎ集会)
12:10～12:30

出発 昼食 集結



労 連 第215号 （２）

安城地区メーデー
230人が参加

尾張中部地区メーデー
300人が参加

一宮地方メーデー
200人が参加

尾張東メーデー
120人が参加

尾北地域メーデー
150人が参加

東三河地区メーデー
300人が参加

多彩な要求持ちより６会場で地域メーデ多彩な要求持ちより６会場で地域メーデーー

さん㊧と
㊨

　

９
日
、
中
電
は
菅
首
相
の

要
請
を
受
け
入
れ
、
浜
岡
原

発
の
停
止
を
決
定
し
ま
し

た
。
政
府
は
「
津
波
対
策
な

ど
を
完
了
す
れ
ば
浜
岡
３
〜

５
号
機
の
運
転
が
再
開
で
き

る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
こ
れ
で
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
。

東
海
地
震
震
源
域
の
真
ん

東
海
地
震
震
源
域
の
真
ん
中中

　

浜
岡
原
発
は
「
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
」
東
海

地
震
想
定
震
源
域
の
真
ん
中

に
あ
り
ま
す
。「
揺
れ
を
生

む
断
層
面
は　
 
㌔ 
と
直
下
の

15

浅
い
と
こ
ろ
に
」あ
り
ま
す
。

　

中
電
は
「
現
状
も
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て

い
ま
す
が
、　

年
の
駿
河
湾

09

地
震
で
は
「
想
定
」
を
超
え

る
揺
れ
で
基
準
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

動
か
な
い
は
ず
の
断
層

動
か
な
い
は
ず
の
断
層
がが

　

４
／　

に
福
島
県
で
震
度

11

６
弱
を
観
測
し
た
地
震
で
は

「
動
か
な
い
」
と
さ
れ
て
き

た
活
断
層
が
動
き
ま
し
た
。

　

浜
岡
原
発
の
敷
地
内
に
は

Ｈ
断
層
と
呼
ば
れ
る
４
本
の

断
層
が
あ
り
海
水
の
取
水
管

を
横
切
っ
て
い
ま
す
。
断
層

が
動
い
て
取
水
管
が
壊
れ
る

と
冷
却
水
が
こ
な
く
な
り
ま

す
。

　

先
月　

日
、
原
子
力
安
全

22

委
員
会
は
「
こ
れ
ま
で
考
慮

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
断
層
や

地
形
の
変
動
な
ど
も
含
め
て

改
め
て
評
価
す
る
よ
う
」
求

め
て
い
ま
す
。

津
波
対
策
も
十
分

津
波
対
策
も
十
分
かか

　

浜
岡
原
発
の
津
波
想
定
は

８
・
３
㍍
。
し
か
し
、
福
島

で
は
５
・
７
㍍
の
想
定
に
対

し　

㍍
近
い
津
波
で
し
た
。

15

　

中
電
は　

〜　

㍍

の
砂

10

15

丘
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と

言
い
ま
す
が
、
仙
台
空
港
で

は　

㍍

の
津
波
が
砂
丘
を

10
超
え
ま
し
た
。「
防
潮
堤
の

立
つ
土
地
が
液
状
化
し
た

り
、
液
状
化
で
砂
丘
自
体
が

壊
れ
た
り
す
る
心
配
」
も
あ

り
ま
す
。

電
気
不
足

電
気
不
足
はは

　

中
電
は
原
発
を
停
止
し
た

場
合
「
夏
場
の
供
給
量
は
ギ

リ
ギ
リ
」
と
し
て
い
ま
す
。

出
力
調
整
の
で
き
な
い
原
発

は
常
に
フ
ル
稼
働
さ
せ
ま
す

が
、
火
力
の
稼
働
率
は
４
割

程
度
で
す
。
中
電
の
原
発
依

存
率
は　

〜　

％
で
す
か
ら

10

12

計
画
停
電
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
（
佐
）

�

�

�

�

���������������

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

職場
地域

 話 し あ っ て
み よ う ！
で

浜
岡
原
発
、 一
時
停
止
で

は
な
く
廃
炉
へ

　

５
月
１
日
、
名
古
屋
市
中
区

の
白
川
公
園
で
第　

回
愛
知
県

82

中
央
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
、
４

０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
雨
は
上
が
り
、

日
曜
日
の
開
催
と
あ
っ
て
親
子

で
の
参
加
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
「
東
日

本
大
震
災
の
救
援
・
復
興
に
力

を
合
わ
せ
よ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
も
と
り
い
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
榑
松
佐

一
実
行
委
員
長
は
、「
被
災
地

の
支
援
に
愛
知
か
ら
も
多
く
の

職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
入
っ

て
い
る
。
被
災
地
は
も
と
よ
り

全
国
的
に
雇
用
の
問
題
も
起
き

始
め
て
い
る
。
復
興
に
あ
た
っ

て
労
働
者
の
雇
用
や
中
小
業
者

へ
の
支
援
が
必
要
。
復
興
財
源

に
は
消
費
税
で
は
な
く
大
企
業

の
内
部
留
保
の
活
用
を
求
め
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
の
連
帯
挨
拶
で
は
被
災

地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
る
活

動
を
し
て
い
る
レ
ス
キ
ュ
ー
ス

ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理
事
の
栗

田
暢
之
さ
ん
が
、「
無
関
心
が

一
番
ダ
メ
。
カ
ン
パ
や
支
援
な

ど
一
人
一
人
の
お
せ
っ
か
い
が

現
地
の
復
興
に
つ
な
が
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
も
相
当
な
覚
悟

で
復
興
に
む
け
、
み
な
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
農
民
運
動
愛
知
県
連

合
会
会
長
の
中
島
義
雄
さ
ん

は
、「
今
後
必
要
な
の
は
食
料

主
権
と
地
域
の
食
料
を
守
る
と

り
く
み
。
復
興
支
援
と
と
も
に

食
料
主
権
の
日
本
を
つ
く
っ
て

い
く
た
め
に
が
ん
ば
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
日
本
共
産
党
、

社
会
民
主
党
、
新
社
会
党
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

う
け
ま
し
た
。

　

集
会
最
後
に
は
、
再
び
榑
松

実
行
委
員
長
の
か
け
ご
え
の
も

と
、「
働
く
も
の
の
雇
用
と
く

ら
し
の
安
定
こ
そ
が
復
興
に
つ

な
が
る
。
被
災
地
と
も
連
帯
し

て
復
興
に
向
け
て
団
結
し
よ

う
」
と
会
場
全
体
で
こ
ぶ
し
を

あ
げ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
３
コ
ー

ス
に
別
れ
、
栄
や
名
古
屋
駅
に

向
か
っ
て
デ
モ
行
進
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

集会最後にこぶしをあげ、力強く団結ガンバロ
ーをする、愛知県中央メーデーの参加者
　　　　　　　　＝５月１日（名古屋市中区）

初
め
て
の
メ
ー
デ
ー
で
す
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務所

迫力です
一緒に参
らと「職場
るととも

にし、気持
るようにし

働く者の雇用とくらくらししのの安定安定こそこそ復興復興のの要要

建交労
学童保育支部
吉木　司さん

㊧と 宇宙 くん㊨
そら

愛 労（３） 2011年5月10日
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東日本大震災救援ボランティ東日本大震災救援ボランティアア
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■
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門

最
優
秀
賞　

年
金
者
組
合
緑
支
部

優
秀
賞　
　

愛
労
連
青
年
協
議
会　

同　
　
　
　

名
水
労
青
年
女
性
部

■
仮
装
・
着
ぐ
る
み
部
門

最
優
秀
賞　

建
交
労
労
職
愛
知
分
会

優
秀
賞　
　

新
婦
人
愛
知
県
本
部

同　
　
　
　

年
金
者
組
合
緑
支
部

■
横
断
幕
・
プ
ラ
カ
ー
ド
部
門

最
優
秀
賞　

建
交
労
女
性
部

優
秀
賞　
　

新
婦
人
愛
知
県
本
部

同　
　
　
　

年
金
者
組
合
女
性
部

同　
　
　
　

名
古
屋
港
湾
関
係
労
協

被災者の救済･復興に向けてカンパにとりく
んでいます。ご協力よろしくお願いします。

東日本大震災被災者カンパのお願い

振込先　
東海労働金庫  名古屋東支店（普）   
口座番号：9894168
　口座名：災害カンパ
問合せ先：愛労連事務局
電話番号：052-871-5433

デコレーションコンクール審査結果

名古屋市立大学　　　
教職員組合

丸山良恵さ
岡本優さん㊨

第82第82回回
愛知県中愛知県中央央
MAY DAMAY DAYY

実行委員長の榑松佐一愛労
連議長㊤と来賓のお二人㊦

名古屋法律事務

愛知県商工団体連合会

澤田美奈さん㊧と
実原翔さん㊨

高野裕希さん

「思った以上の迫
ね」と岡本さん。一
加した丸山さんら
で事前学習会をす
に、翌日を休みに
ちよく参加できる
ました」。

　

い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
大
き
な
運
動
が
お
き
て
い

る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
組
合
に
入
っ
て
１
年
だ
け

ど 「
一
人
じ
ゃ
な
い
」 
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

被災宅の庭でヘドロにまみれた芝生
を剥がすボランティアの３人

　

愛
教
労
の
杉
浦
さ
ん
、
中
部

共
同
印
刷
労
組
の
服
部
さ
ん
、

愛
労
連
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の

立
松
さ
ん
と
私
の
４
人
で
岩
手

県
大
船
渡
市
へ
行
き
ま
し
た
。

　

人
口
５
万
人
弱
の
大
船
渡
市

の
震
災
に
よ
る
死
者
・
行
方
不

明
者
は
合
計
５
０
０
人
余
、
６

０
０
０
人
余
が
避
難
所
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
船
渡
市
の
中
心
地
は
津
波

の
被
害
を
免
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
の
店
舗
は
営
業
を

再
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
船

渡
港
と
盛
川
周
辺
地
域
は
目
を

覆
い
た
く
な
る
惨
状
で
し
た
。

　

ま
ず
、
鼻
を
つ
く
異
臭
に
驚

き
ま
し
た
。
魚
の
腐
敗
臭
に
油

が
混
ざ
っ
た
よ
う
な
こ
れ
ま
で

に
嗅
い
だ
こ
と
の
な
い
臭
い
で

す
。
大
船
渡
港
周
辺
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
建
物
を
残
し
、

あ
と
は
瓦
礫
の
山
で
、
そ
の
中

に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な

っ
た
自
動
車
や
船

が
点
在
し
て
い
ま

し
た
。

　

盛
川
周
辺
地
域

は
、
河
口
か
ら
約

３

㌔
㍍

上
流
ま

で
堤
防
に
沿
っ
て

倒
壊
し
て
い
る
家

や
屋
根
ま
で
水
に

浸
か
っ
た
家
が
多

数
あ
り
、
な
ぎ
倒

さ
れ
た
警
報
機
と

激
し
く
曲
が
っ
た
線
路
上
に
自

動
車
が
横
た
わ
り
、
い
た
る
所

に
瓦
礫
の
山
が
築
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
、
毎
朝
９
時
に
大

船
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
行
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

ス
タ
ッ
フ
か
ら
そ
の
日
の
作
業

の
指
示
を
受
け
、
現
場
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
お
こ
な
っ
た
作
業

は
、
ヘ
ド
ロ
を
吸
い
込
ん
だ
被

災
宅
の
庭
の
芝
生
は
が
し
、
支

援
物
資
の
仕
分
け
、
歩
道
に
堆

積
し
た
ヘ
ド
ロ
の
除
去
と
石
灰

の
散
布
、
被
災
家
屋
の
２
階
か

ら
使
用
で
き
る
家
財
道
具
の
搬

出
、
被
災
家
屋
周
辺
の
廃
材
の

撤
去
と
毎
日
違
っ
て
い
ま
し

た
。
雨
交
じ
り
の
天
候
で
粉
塵

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
ん
で
し
た
が
、
泥
だ
ら
け

と
な
り
、
長
靴
と
カ
ッ
パ
と
ゴ

ム
手
袋
が
役
立
ち
ま
し
た
。

　

行
く
先
々
で
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
ご
苦
労
様
で

す
」
と
被
災
地
の
方
た
ち
か
ら

暖
か
い
感
謝
の
言
葉
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
な
お
余
震
が
続
く
な
か
、

家
族
や
住
ま
い
を
失
い
な
が
ら

も
ひ
た
む
き
に
生
活
再
建
を
め

ざ
す
被
災
者
の
方
た
ち
の
た
く

ま
し
さ
と
心
遣
い
に
、
励
ま
す

つ
も
り
が
逆
に
元
気
を
も
ら
っ

て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

愛
知
地
域
労
組
き
ず
な　

　
　
　
　

書
記
長  
大
竹
信
彦

岩手県大船渡市
4月21～26日
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働働くく者者のの雇雇用用ととくらく しの安定こそ復興の要
東日本大震災復興めざ東日本大震災復興めざすす

名古屋市立高等学校教員組合

土方慎良さん㊤と
一志くん㊦

建
学

自治労連名古屋市職労
広瀬晃奈さん

自治労連名水労

佐藤正明さん㊧

農民運動　　　　
愛知県連合会
服部円美さん

　
「
か
わ
い
い
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
見
習
わ
な

き
ゃ
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
集
会
の
連
帯
感
に

「
元
気
に
な
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
す
。

デコレーショデコレーションン
最優秀最優秀賞賞

レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク　

ヤ
ー
ド
代
表
理
事

　
　
　
　

栗
田
暢
之
さ
ん

農
民
運
動
愛
知
県
連
合
会

　

会
長　

中
島
義
雄
さ
ん



愛 労 連2011年5月10日 第215号 （４）

■第7回労働安全衛生全国交流集会
　6月11 日 （土） ～12日 （日）
　労働会館本館
■地域運動交流集会
　6月18日 （土） ～19日 （日）
　犬山・迎帆楼
■愛知学習協総会
　6月19日 （日）13:00～
　労働会館本館　
■地域医療を守る運動交流集会
　6月25日 （土）13:30～
　東別院会館
■革新懇 「大震災シンポジウム」 （仮称）
　6月25日 （土）13:00～
　YWCAビックスペース
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■ヨコのカギ
①江戸っ子は女房を質に入れても食べたそ
　うです
⑤……品は売ってくれない
⑥看護師さんです
⑦かなわぬときの神
⑧ウサギがいるらしい
⑩安売りです
⑫「売る」の反対
⑬足が出た分を
⑭食器の一種
⑮近未来には……人間が出現するかも？
⑰国際外交問題の……ショーは聞きごたえ
　があった
⑳運転免許証や健康保険証は……になる

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
顔
の
真
ん
中
に
あ
り
ま
す

②
パ
ン
ダ
は
白
と
黒
で
す

③
燃
え
る
気
体

④
本
能
寺
で
倒
れ
た
…
…
信

　

長
⑤
…
…
の
な
い
仲
よ
し
夫
婦

⑨
大
事
故
発
生
、
…
…
に
向

　

か
う

⑪
日
本
で
は
雨
の
シ
ー
ズ
ン

⑬
求
…
…
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ

⑭
調
味
料
の
一
つ

⑯
す
っ
ぱ
い
食
べ
物

⑱
宝
く
じ
の
元
祖
は
江
戸
時

　

　

代
の
富
…
…
で
す

⑲
富
士
登
山
ス
タ
ー
ト
は
一

　

…
…
、
ゴ
ー
ル
は
頂
上
の

　

十
…
…
で
す

 【解き方】 　「梅」 は 「ウメ」 
または 「バイ」 と読んでく
ださい。二重ワクの4文
字をうまくならべると言
葉ができます。ヒントは
中の絵。

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か
紙面に対する感想・意見を記入の上、6月5日ま
でに愛労連（〒456-0006名古屋市熱田区沢下町
9-7労働会館東館3F）まで応募下さい。正解者
の中から、抽選で図書カードを進呈します。な
お、お寄せいただいたハガキの中から近況や感
想・氏名・組合名を紙面で紹介させていただき
ます。

クロス・漢クロス・漢字字
ワードパズワードパズルル

【
前
号
ク
イ
ズ
の
答
え
】

　

前
号
２
１
４
号
（
４
月

号
）
の
ク
ロ
ス
漢
字
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
答
え
は
「
ゴ

ガ
ツ
ビ
ョ
ウ （
五
月
病
）」

で
し
た
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で　

名
の
方
に
図

10

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

前
回
（
３
月　

日
号
）
は
調

10

査
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
ま
し

た
。
調
査
結
果
で
は
、
現
在
で

も
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
３
月　

日
に
発
生
し
た
東

11

日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
に
壊

滅
的
な
打
撃
を
あ
た
え
、
被
災

地
以
外
に
も
深
刻
な
影
響
を
お

よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
関
連
部
品
が
入
荷
で

き
ず
、
や
む
な
く
操
業
を
停
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
業
者
や
材

料
が
入
手
で
き
な
い
な
ど
の
事

態
が
こ
の
愛
知
県
内
で
も
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
全
工
場
で

操
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
３

月
期
は
前
年
同
月
比　

％
減
、

57

今
後
、
回
復
の
見
通
し
も
不
確

定
で
す
。
こ
の
た
め
、
下
請
・

中
小
企
業
は
ま
っ
た
く
仕
事
が

な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
が
労

働
者
の
雇
用
に
も
影
響
を
お
よ

ぼ
し
て
い
ま
す
。
労
働
相
談
に

も
震
災
に
か
か
わ
る
相
談
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛
知
地
本
に
は

「
３
月　

日
か
ら
休
業
。
３
月

12

中
は
持
ち
こ
た
え
た
が
、
も
う

限
界
。
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安

定
助
成
金
も
条
件
不
一
致
で
ダ

メ
だ
っ
た
。
３
月
末
で
い
っ
た

ん
解
雇
せ
ざ
る
を
得
な
い
｣
と

経
営
者
か
ら
も
相
談
が
よ
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
休
業
し
て
く
れ
。
し
か
し

休
業
手
当
は
払
え
な
い
｣
な

ど
、
労
働
者
は
無
給
の
状
態
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
東
日
本
の
大
震
災
が

他
地
域
の
製
造
業
に
影
響
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月　

日
、
日
本
経
団
連
の

11

米
倉
会
長
は
記
者
会
見
で

「『
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
一
律
に

や
り
過
ぎ
た
』
結
果
、
調
達
先

が
過
度
に
集
中
し
て
リ
ス
ク
回

避
が
で
き
な
く
な
っ
た
」（
朝

日
新
聞
４
／　

）
と
の
べ
て
い

12

る
よ
う
に
東
北
地
方
の
「
低
賃

金
｣
を
〝
活
用
〞
し
た
大
企
業

の
コ
ス
ト
削
減
・
利
潤
第
一
主

義
の
結
果
で
す
。
大
企
業
が
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
最
大
限
活
用
し

た
の
が
最
低
賃
金
で
す
。
岩
手

や
青
森
な
ど
の
地
域
最
低
賃
金

は
最
も
高
い
東
京
と
比
べ
て
最

大
１
７
７
円
（
岩
手
）
も
格
差

が
あ
り
ま
す
。

　

低
賃
金
に
加
え
、
派
遣
労
働

者
・
有
期
雇
用
労
働
者
を
大
量

に
雇
い
入
れ
、
生
産
が
落
ち
込

む
と
ま
っ
先
に
解
雇
す
る
と
い

う
雇
用
の
流
動
化
を
す
す
め
た

結
果
、
震
災
を
口
実
に
し
た
解

雇
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
の
復
興
に
む
け
た
議
論

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し

政
府
の
復
興
会
議
で
の
議
論
は

具
体
的
な
計
画
が
だ
さ
れ
る
前

か
ら
、
消
費
税
を
中
心
に
増
税

論
が
先
行
し
て
い
ま
す
。

　

復
興
は
、
ま
ず
憲
法
第　

条
25

の
理
念
を
基
本
に
す
え
、
住
民

の
く
ら
し
を
最
優
先
に
す
す
め

る
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
産
業

の
再
建
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
農
林
水
産
業
・
中
小
企
業
の

再
生
を
は
か
る
べ
き
で
す
。

　

財
源
は
、
国
民
へ
の
負
担
増

で
は
な
く
、
軍
事
費
・
政
党
助

成
金
な
ど
む
だ
を
省
く
こ
と
、

さ
ら
に
復
興
国
債
と
し
て
大
企

業
の
内
部
留
保
を
活
用
す
べ
き

で
す
。

　

こ
れ
ま
で
東
北
地
方
の
低
賃

金
・
非
正
規
労
働
者
を 〝
活
用
〞

し
て
利
益
を
あ
げ
て
き
た
大
企

業
が
、
い
ま
こ
そ
社
会
的
責
任

を
発
揮
し
て
財
源
を
確
保
す
る

の
が
ス
ジ
で
す
。 「
手
元
資
金
」

は　

兆
円
も
あ
る
の
で
す
か
ら

64

「
現
金
化
で
き
な
い
｣
な
ど
を

理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

愛
労
連
は
昨
年
秋
の
中
小
企

業
調
査
を
生
か
し
、
中
小
企
業

団
体
と
の
共
同
を
追
求
す
る
足

が
か
り
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
共
同
を
さ
ら
に
広

げ
、
東
日
本
の
復
興
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
む

け
た
と
り
く
み
を
強
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。（
吉
）

津波で曲がりくねった線路（岩手県大船渡市）　

もう 「国難」 より 「菅降ろし」 　　高木 徹

T
op
ic

T
op
icss

アースデイあいち2011ＬＯＶＥ＆ビ
ンボー春祭りのデモ行進は浜岡原発ス
トップをコールしながら中電本社へ。

4/24

全労連のよびかけで「大震災・緊急労
働相談」をおこない、労働者だけでな
く経営者も含め15件の相談をうけた。

4/28

毎年恒例のメーデー前夜祭を労働会館
東館ホールで開催し95人が参加。メ
ーデーの「労働歌」などを熱唱した。

4/29

憲法施行64周年市民のつどいは沖縄
国際大学非常勤講師のダグラス ・ ラミ
ス氏をむかえ、 県民の思いを聞いた。

5/3

■
名
古
屋
市
科
学
館
の
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
が
新
し
く
な
っ
た
と

の
事
で
、
４
／　

に
見
て
来
ま

17

し
た
。
宇
宙
旅
行
し
て
い
る
気

分
に
な
れ
て
、
す
ば
ら
し
か
っ

た
で
す
。
入
場
券
を
買
う
の
に

開
館
か
ら
２
時
間　

分
も
並
ん

15

だ
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。（
森

加
代
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

■
こ
の
と
こ
ろ
毎
日
、
一
般
紙

も
貴
紙
も
、
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
（
マ
ス
コ

ミ
全
体
も
）
流
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
原
発
問
題
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
愛
知
に
住
む

者
と
し
て
は
、
浜
岡
原
発
に
対

す
る
危
機
感
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
夏
場
に
向
か
い
３
号
機
の

運
転
を
再
開
す
る
と
い
う
方
向

で
は
な
く
、
な
ん
と
か
人
の
英

知
で
よ
い
方
向
に
む
か
え
な
い

か
と
思
い
ま
す
（
原
田
千
育
・

瀬
戸
教
労
）

■
原
発
事
故
を
め
ぐ
る
マ
ス
コ

ミ
報
道
に
本
当
に
怒
れ
る
。
特

に
、「
原
発
の
安
全
神
話
」
を
流

布
し
て
き
た
責
任
が
マ
ス
コ
ミ

に
も
あ
っ
た
と
反
省
し
な
が

ら
、
今
ま
た
、
政
府
や
電
力
会

社
の
発
表
を
垂
れ
流
し
、
見
識

も
展
望
も
持
た
な
い
「
専
門

家
」
を
並
べ
て
、
国
民
に
不
安

を
増
大
さ
せ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の

使
命
も
地
に
落
ち
た
も
の
だ
。

（
原
田
寛
・
年
金
者
組
合
）

 部品・材料届かず操業停止部品 ・ 材料届かず操業停止もも

名古屋市中小企業
調査の結果（下）大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災ででででででででででででででででででででで一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変大震災で一変！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

復
興 ・ 
地
域
再
生
へ
共
同
を
強
め

な
ぜ
こ
ん
な
事
態
に

な
ぜ
こ
ん
な
事
態
に
？？

背
景
に
大
企
業
の
コ
ス
ト
削

背
景
に
大
企
業
の
コ
ス
ト
削
減減

復
興
は
被
災
者
の
く
ら
し
基

復
興
は
被
災
者
の
く
ら
し
基
本本

に
、
財
源
は
大
企
業
が
負
担

に
、
財
源
は
大
企
業
が
負
担
をを

中
小
企
業
の
経
営

中
小
企
業
の
経
営
とと

雇
用
守
る
運
動
に
全

雇
用
守
る
運
動
に
全
力力

■
愛
教
労

議
長　

内
田
保
／
副
議
長　

原

田
宏
美
／
同　

鬼
頭
正
和
／
同

　

近
藤
友
伸
／
事
務
局
長　

土

井
政
美
／
事
務
局
次
長　

吉
川

ひ
と
み


